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No.64
2008 .7

下水道では取付管となりますが、水道、電力、ガス、通
信で用いる管路の大部分はこれにあたります。口径が小
さな極小口径管の建設技術を特集しています。

No.65
2008 .10

主に下水道で使用される口径200mm以上で人の管内作
業が禁止される口径700mm以下の小口径管路の建設技
術を特集

No.66
2009 .1

人の管内作業が許される口径800mm以上の大中口径管
路の建設技術を特集

No.67
2009 .4

地中の管路の内側から管体の状況、侵食、破損状態、ク
ラックの有無などを調査、探査する技術を特集

No.68
2009 .7

地中の管路の埋設位置、大きさ、状態などを地上から調
査、探査する技術を特集

No.69
2009 .10

管内の人的作業も許される大中口径（口径が800mm以
上）の管路の管理、修繕、更生などの技術を特集

No.70
2010 .1

人的作業が禁止される小口径管路の管理、修繕、更生の
技術を特集

No.71
2010 .4

推進工法用の掘進機で老朽した既設管を破砕、除去しつ
つ、同位置に新管を敷設する改築推進技術を特集

特集のねらい

ローズアップされている。国土交通省でも平成20年度に

「長寿命化支援制度」を創設して、点検結果のデータベー

ス化を行い施設の健全度を評価して、各事業者が地域の独

自性を入れライフサイクルコストの最小化を目的とした長

寿命化計画を策定することとしている。

　そのような状況の中で2009年1月1日夕方に発生した青

森県八戸市など7市町村の約8万8千世帯（約23万人）が

断水した事故は記憶に新しい。導水管からの漏水が原因で

自衛隊も出動し給水活動を行い、仮復旧は数日で完了し水

は使えるようになったものの本復旧には1ヶ月程度必要と

いう報道であった。各種ライフラインは名前のとおり、日

常生活に欠かせないものであるため、どの設備でも継続的

にそれぞれの役割を果たすことを求められており、何らか

の事情でその役割が中断するとその影響は大きなものがあ

る。従って、計画的に設備点検を行い、品質確保のための

補修計画を効率的に立てるために、調査・診断技術も定性

的なものから定量的なものならびに点検範囲の拡大などが

求められている。

　2008年の本誌4月号（第63号）で次なる非開削技術の

展望と題して行った座談会で話題にした医療分野のコード

レス「呑むカメラ」は、小腸用のカプセル内視鏡である

が、その後商品化され実用段階に入っている。約1年前に

は時間が掛かりそうだったこの技術には、海外で実用化さ

れた技術とシステムが国内での販売が許可されて、一気に

実用化段階にジャンプしたという背景があるようで、海外

技術導入によるスピードアップの好例である。また、IBM

が解像度4nm（ナノメートル）でウイルスの3次元構造を

観測できるNanoMRIを米国スタンフォード大学研究セン

ターの協力で開発したと発表するなど医療分野の技術の進

展は目を見張るものがある。

　近年、我が国でも産学官による共同研究も進められてい

に、水道の供給を行いながら調査する技術などは医療分野

のカメラ技術をヒントにして、その設備本来の役割を果た

しつつ調査を可能にした典型である。また、通信設備点検

の定量化技術として、管路点検画像をコンピュータで色分

析をして定量的に腐食率を計算し、その結果を基に補修計

画を立てられるようにしようという開発中の技術も紹介さ

れている。東京都下水道局が民間企業と開発した幹線用自

走式テレビカメラ調査機は、水位・流量の一定の条件で最

大4000mm程度まで調査可能で、大部分の幹線調査が可

能になったものも紹介されている。

　いろいろと新しい技術が紹介されているが、残された課

題や発注者からの要望も多い。下水道更生工法の品質を確

保するために、管の段差計測の精度向上できる調査・探査

技術や道路陥没を事前に防止するための下水道幹線上部背

面の空洞探査技術、管内の流量や流速に影響されずに調査

できるシステムなど更なる研究開発が要望されている。


